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１ 世界の国際会議開催件数の推移
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・ 国際会議の開催件数は世界的に増加傾向である。

＜世界上位10か国の国際会議開催件数の推移＞

出典：JNTO国際会議開催統計
(出所： ICCA 「Statistics Report」)

ICCAの基準による国際会議
１．参加者総数が50名以上
２．定期的に開催される
（１回だけ開催されたものは除外）
３．３か国以上での会議持ち回りがある
（２か国間会議は除外）



２ 世界の国際会議参加者数の状況
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＜アジア・中東・オセアニア地域における国際会議開催件数上位10か国・地域の
開催件数と推定参加者数（2015）＞

・ アジア・中東・オセアニア地域でみると、日本は開催件数は１位であり、参加者人数は
２位となっている。

出典：観光庁「平成28年度MICEの経済波及効果及び市場調査事業報告書」
（出所：ICCA「Statistics Report」）



３ 世界の国際会議のテーマ別比率
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＜アジア・中東・オセアニア地域における国際会議開催件数上位10か国・地域の
テーマ別開催順位（2015）＞

・ アジア・中東・オセアニア地域において国際会議のテーマ別でみると、日本は
医学、技術、自然科学、エコ・環境の分野において１位である。

出典：観光庁「平成28年度MICEの経済波及効果及び市場調査事業報告書」
（出所：ICCA「Statistics Report」）



４ 日本の国際会議参加者数推移

4出典：JNTO国際会議開催統計を基に事務局作成

＜日本の国際会議参加者数推移＞

・ 日本の国際会議参加者数は、長期的には増加傾向である。
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JNTOの基準による国際会議
①主催者：「国際機関・国際団体」 又は
「国家機関・国内団体」
②参加者総数：50 名以上
③参加国：日本を含む3 カ国以上
④開催期間：1 日以上



５ 日本の国際会議開催件数及び参加者数（都道府県別）

5 出典：JNTO国際会議統計

＜都道府県別の国際会議開催件数及び参加者数（2015）＞

順位 都道府県名 参加者数
外国人
参加者数

外国人
比率

1位 東京都 342 38 11.1%

2位 神奈川県 281 19 6.7%

3位 福岡県 213 17 8.0%

4位 京都府 164 18 11.2%

5位 大阪府 151 14 9.0%

6位 兵庫県 105 12 11.5%

7位 愛知県 105 8 7.2%

8位 宮城県 66 11 17.0%

9位 北海道 59 9 14.7%

10位 千葉県 46 4 8.0%

単位（千人）（件）

順位 都道府県名 開催件数

1位 東京都 583

2位 福岡県 450

3位 大阪府 242

4位 京都府 230

5位 宮城県 225

6位 神奈川県 193

7位 愛知県 187

8位 兵庫県 133

9位 北海道 114

10位 広島県 74

・ 国際会議開催件数及び参加者数は、本県は７位であり、３大都市圏の中でも劣位と
なっている。



６ 日本及び本県の展示会開催状況
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業 種 所在都府県

自動車整備機器・部品 ６件

産業機械全般・異業種交流 ３件

機械要素・部品・工業材料 ３件

金属加工・工作機械 ２件

製造・設計・制御機器 ２件

エレクトロニクス・電子部品 ２件

住宅・ビル設備・建材 ２件

健康・福祉・美容 ２件

その他 ８件

合計 30件

⇒モノづくり関連の業種が６割

＜本県の展示会開催状況（2016年）＞

出典：（株）ピーオーピー「展示会データベース」

順位 都 市 名 開催件数

１ 東京都 376

２ 大阪府 103

３ 千葉県 70

４ 神奈川県 37

５ 愛知県 30

６ 福岡県 9

＜日本の展示会開催状況（2016年）＞

・ 日本の展示会は東京に集中している。
・ 一方、本県で開催された展示会はモノづくり関連の業種が６割となっている。



出典：日本政府観光局「訪日外客数」を基に事務局作成

７ 訪日外国人旅行者数（2015年/2016年）

2016年

2015年
東アジア

東南アジア

アメリカ

ヨーロッパ

オセアニア

インド・その他アジア

無国籍・その他

(不明含む)

ヨーロッパ
124万人（6％）

東アジア
1420万人（７2％）

東アジア
1747万人（７3％）

23％増

東南アジア
251万人（10％）
21％増

アメリカ
165万人（7％）
19％増

ヨーロッパ
142万人（6％）
14％増

東南アジア
207万人（11％）

アメリカ
138万人（7％）

（1,974万人）

（2,404万人）

22％増

・ 訪日外国人旅行者数は2016年には2,000万人台を突破。
・ アジアが約８割を占め、すべての地域において大幅に増加。

訪日外国人
旅行者数
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2016年

2015年
東アジア

東南アジア

アメリカ

ヨーロッパ

オセアニア

インド・その他アジア

無国籍・その他

(不明含む)

出典：日本政府観光局「訪日外客数」及び観光庁「訪日外国人消費動向調査」を基に事務局作成

８ 本県の外国人旅行者数（2015年/2016年）

東アジア
153.9万人（80％）

東アジア
179.1万人（７8％）

16％増

東南アジア
20.5万人（9％）
13％増

アメリカ
9.5万人（4％）
22％増

ヨーロッパ
5.4万人（2％）
18％増

東南アジア
18.2万人（9％）

アメリカ
7.7万人（4％）

（193.4万人）

（228.4万人）

18％増

・ 本県の外国人旅行者数も全国同様に増加傾向。
・ アジアが約９割弱を占めている。

ヨーロッパ
4.5万人（2％）

本県の外国人
旅行者数
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中国

韓国

台湾

香港

タイ

マレーシア

シンガポール

フィリピン

インドネシア

ベトナム

インド
米国

カナダ

オーストラリア

英国

フランス

ドイツ

その他

韓国

中国台湾

香港

タイ

シンガポール

マレーシア

インドネシア

フィリピン

ベトナム

インド

米国

カナダ

オーストラリア

英国

フランス
ドイツ

その他

東南アジア
+インド

9％

欧米豪
7％

９ 訪日外国人旅行者数の国別割合

・ 国別のトップ５は、全国も本県も同じ韓国、中国、台湾、香港、米国。
・ 本県は全国に比して、中国からの来訪者率が高い。

訪日外国人旅行者（2016） 愛知県の外国人旅行者（2016）

出典：日本政府観光局「訪日外客数」及び観光庁「訪日外国人消費動向調査」を基に事務局作成

東アジア
78％

東アジア
73％

東南アジア
+インド
11％

欧米豪
15％

中国
124万人
54.4％

中国
637万人
26.5％

韓国
509万人
21.2％

韓国
15万人
6.7％

台湾
24万人
10.3％

台湾
417万人
17.3％

香港
184万人

7.7％

香港
16万人
6.9％

米国
124万人

5.2％

米国
8万人
3.5％
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10 中部国際空港の旅客数推移

・ 中部国際空港の航空旅客は、2011年度を境に増加傾向に転換し、
2015年度から２年連続で１千万人台を突破。

・ 国際線利用の外国人は、過去最高値を更新。

出典：中部国際空港㈱資料を基に事務局作成 10
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11 国際線旅客の外国人比率

・ 国際線旅客の外国人比率は右肩上がりで上昇中。

出典：中部国際空港㈱資料を基に事務局作成11



12 中部国際空港の旅客便数の推移

出典：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング㈱資料
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・ 方面別の旅客便数の推移をみると、東アジア、東南アジアの増加傾向が顕著であり、
特に中国便、台湾便が大きく増加。
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13 訪日外国人旅行消費額

出典：観光庁「訪日外国人消費動向調査」

・ １人当たり旅行支出国籍・地域別にみると、オーストラリアが最も高く（24万7千円）、次いで
中国（23万2千円）、スペイン（22万4千円）の順で高い。（ただし、中国は前年比18.4％減少）
・ 宿泊料金は、オーストラリア、スペイン、英国、ドイツ、イタリア等の欧米豪の国々が上位。

13



14 本県を訪れる外国人の滞在目的

出典：平成28年度愛知県訪日外客動向調査

・ 滞在目的をみると、観光・レジャーが最も多く、次に企業ミーティングとなっている。
・ 欧米は企業ミーティングの割合が多い。
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1,156人
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48人
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54 ｶｸｷｭｰ八丁味噌
(八丁味噌の郷)

47 MIZKAN MUSEUM

12 INAXﾗｲﾌﾞﾐｭｰｼﾞｱﾑ

4 ノリタケの森

2 高浜市やきものの里かわら美術館 6 愛知県陶磁美術館 8 瀬戸蔵ﾐｭｰｼﾞｱﾑ 10 あま市七宝焼ｱｰﾄﾋﾞﾚｯｼﾞ 14 豊田市和紙のふるさと
20 有松・鳴海絞会館 27 リニモ・東部丘陵線 29 トヨタ会館 30 トヨタ博物館 32 とよたｴｺﾌﾙﾀｳﾝ 34 トヨタ産業技術記念館
35 展示館ﾌﾞﾗｻﾞｰｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾍﾟｰｽ 37 でんきの科学館 38 東邦ガスｶﾞｽｴﾈﾙｷﾞｰ館 39 地の拠点あいち 53 ほうらいせん吟醸工房
55 盛田味の館

15 本県の観光資源①（産業観光）
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©Aichi Now

25 リニア・鉄道館
©Aichi Now

©Aichi Now

©Aichi Now

©Aichi Now

出典：愛知・岐阜広域観光推進協議会「いくさトリップ/見にトリップ」

✈



5 史跡小牧山

53 徳川美術館

41 大樹寺

30 設楽原決戦場跡

1 国宝犬山城 2 名古屋城 3 末森城址 4 清洲城 6 勝幡城 7 大野城祉 8 岡崎城
9 城跡公園足助城 10 吉田城址 11 国指定史跡長篠城跡・長篠城址史跡保存館 12 田峯城
27 桶狭間古戦場公園 28 桶狭間古戦場伝説地 29 古戦場公園 34 荒子観音寺 35 熱田神宮
37 津島神社 38 瑞祥山菊泉禅院 39 野間大坊 40 松平東照宮 42 本證寺（真宗大谷派）
43 伊賀八幡宮 44鳳来寺山 45 信玄塚（武田信玄の墓） 52 秀吉清正記念館

15 本県の観光資源②（武将観光）
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©Aichi Now©Aichi Now

©Aichi Now ©愛知県大型観光キャンペーン
実施協議会

出典：愛知・岐阜広域観光推進協議会「いくさトリップ/見にトリップ」

✈


